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一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 中長期計画Ⅱ期 

（２０２２年度～２０２６年度） 

 

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸の中長期計画Ⅰ期（2017年4月1日～2022年3月

31日）における取組内容とその成果を継承して、中長期計画Ⅱ期（2022年4月1日～2027年3

月31日）を策定する。さらに、今後も想定される災害やコロナ禍における社会環境の変化への迅

速な対応、人口減少社会・少子超高齢化社会、１８歳人口の減少における大学をめぐる状況にも留

意し、大学単独で取り組むには困難な課題について、大学プラットフォームの多元的な資源を活用

して取り組む。大学間連携・産官学連携での人的交流ならびに人材育成、加盟校の多元的な教育活

動に寄与する計画とする。 

 
[ビジョン・目標] 

大学間連携・産官学連携で「人がつながり、多様な学びを共創する“ひょうご神戸”」 

 

兵庫県内の大学が連携して、地方自治体、産業界とともに、「若者が育ち、活躍する県」であるこ

とのメッセージを発するとともに、人生１００年時代を迎え、多様な学びを提供する大学コンソー

シアムひょうご神戸の取組を通じて、兵庫県と加盟校の魅力を県内外に発信する。兵庫県内の若者

人口の増加、大学教育・地域創生への貢献が明確に可視化される活動を展開する。 

大学間連携組織の特徴を生かした産官学連携のあり方として、「人」を繋ぐ、「組織」を繋ぐ、

「情報」を集約できる場をめざす。 

大学コンソーシアムひょうご神戸が、大学間連携組織の特徴を生かして、産官学連携による人材育

成・教育支援に取り組み、地域に貢献できるような大学プラットフォームを構築する。そのために

以下の４つの柱での取組事業を実施する。 

 

１． 地域の活性化に資する人材育成のための連携 

２．“ひょうご神戸”の国際性を生かしたグローバル教育支援 

３．県内大学の教育・研究の質を高める多元的学びの提供 

４．県内大学が活性化する大学間連携組織としての運営体制の構築 

 

 [体制]  
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[具体的な取り組み内容] 

上記の課題を踏まえ、中長期的な目標を設定し、①情報の共有と発信②人的交流の促進③ステーク

ホルダー（地方自治体・企業・地域・高等学校等）との有機的連携の３つを重点項目として取り組

む。 

 

１．地域の活性化に資する人材育成のための連携 

①地域の活性化のための県内企業への就職率の向上 

（加盟校学生と県内企業とのマッチングに向けた連携） 

 

【取組１】大学キャリアセンターと連携した県内大学生の地元就職促進プロジェクトの実施 

（目標）本プログラムへの参加を通じて、兵庫県内企業理解が深まったことを実感する学生の 

割合：参加学生の 80%以上 

参加者数 2500 名（学生数 2250 名以上、教職員数 250 名以上）以上/5 年 

（内容）兵庫県の年齢別転出超過で最も多いのは、大学卒業・就職を契機とした若者であり、県

内大学卒業者の『県内企業への就職率』は、3 割弱に過ぎず、7 割以上が県外に本社の

ある企業に就職している。その要因の一つとして、大学生の県内企業への理解不足があ

ると考えられる。県内大学卒業者の地元への就職について、大学側と企業側が相互理解

を深める機会を提供する。地元企業と加盟校が連携することで、若者のキャリア形成の

支援を充実させ、地域の活性化を実現する。 

（担当）キャリア部門 

 

【取組２】県内企業・団体等の魅力を情報発信 

（目標）情報公開企業・団体数 1２0 社以上 

（内容）地域の産業界の協力を得て県内企業や団体等の情報を収集し、大学コンソーシアムひょ

うご神戸のホームページに公表するとともに、兵庫県内の職業紹介サイト等との連携も

図る。加えて、県内企業・団体等が求める人材について、情報交換会等を通じ、企業と

大学間で人材ニーズと人材育成に関する情報の共有と相互理解を深める。 

（担当）キャリア部門 

 

 

②県内大学と高等学校間の連携による円滑な高大接続 

【取組１】大学と高等学校の意見交換会の実施 

（目標）各年参加校数２０校以上 

（内容）教育委員会等と連携して兵庫県下の高等学校と大学との意見交換の場である「ひょうご

高等学校大学コンソーシアム」等において、兵庫県での高大連携・接続の具体的な課題

についての定期的な意見交換を行い、兵庫県下の高大連携を深める。 

（担当）高大連携部門 
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【取組２】加盟校の魅力を情報発信 

（目標）各年情報提供先数 高等学校等 200 か所以上 

（内容）加盟校に関する情報発信を強化し、加盟校への進学率の向上を図る。生徒が高校生か

ら大学生、社会人になるまでの学びのルートマップを描けるような情報を発信する。 

（担当）高大連携部門 

 

 

③大学の枠を超えた学生間の交流・活動促進 

【取組１】テーマ型の学生交流プロジェクトの実施 

（目標）各年参加者数 50 名以上 

（内容）他大学や地域・企業との連携・協働によるプログラムへの参加は、学生に大きな教育

効果があるとの考えから、大学の枠を超えたテーマを設定した学生交流や活動を促進

するプロジェクトを実施する。主体性をもって活動に取り組む学生を支援する仕組み

を作ることによって学生の成長の場とする。 

（担当）学生交流部門 

 

【取組２】加盟校・学生の地域活性化に関わる取組広報の実施 

（目標）情報公開数 200 取組以上 

（内容）加盟校の学生が地域の活性化に関わる取組事例を大学コンソーシアムひょうご神戸のホ

ームページに公開する。各年、継続的に事例紹介を重ねることにより、本計画期間内で

200 取組以上を紹介する。地域で若者が活躍する姿を周知することにより、地域の活

性化のための貢献活動に取り組む。 

（担当）学生交流部門 

 

 

２．“ひょうご神戸”の国際性を生かしたグローバル教育支援 

④外国人留学生の受け入れ体制の強化・定着促進 

【取組１】留学生向け就職支援・キャリア教育プログラムの実施 

（目標）本プログラムへの参加を通じて、日本企業・文化理解が深まったことを実感する学生の 

    割合：参加学生の 70％以上。 

    参加留学生数 2500 名以上/5 年 

（内容）“ひょうご神戸”の国際性を生かしたグローバル人材育成を目指した事業を展開す

る。プラットフォームを活用した留学生就職促進事業として、大学、行政、企業が連

携し、新たなネットワークを構築することでの留学生の受入環境づくりを促進し、卒

業後の県内企業への就職の動機付けを図る。 

（担当）キャリア部門 
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⑤外国人留学生と日本人学生等の交流促進 

【取組１】兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業の実施 

（目標）本プログラムへの参加を通じて、国際理解が深まったことを実感する学生の割合 

    ：参加学生の 80％以上（期間中 2 回測定） 

    参加者数 2500 名以上/5 年 

（内容）兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業（日本学生支援機構委託事業）にお

いて、大学間連携による国際交流の拠点を、兵庫国際交流会館を起点に大学キャンパ

ス外の地域社会に形成することを推進する。留学生と日本人学生、地域の人々が学び

あう多文化共生社会に向けた場を創造する。 

（担当）国際交流部門 

 

【取組２】加盟校の国際交流プログラムとの連携促進 

（目標）本プログラムへの参加を通じて、国際理解が深まったことを実感する学生の割合 

    ：参加学生の 80％以上（期間中 2 回測定） 

    プログラム数 10 件以上/5 年 

（内容）大学コンソーシアムひょうご神戸のネットワークを生かして、加盟校主催の国際交流 

イベントの情報を収集し、加盟校間の情報共有を行う。本計画期間内において、段階的

に加盟校が主催する国際交流プログラムと連携することにより、大学の枠を超えた加

盟校間の留学生・日本人学生等の交流を促進させる。 

（担当）国際交流部門 

 

 

3．県内大学の教育・研究の質を高める多元的学びの提供 

⑥大学教職員の研修機会の提供と交流の促進 

【取組１】加盟校が実施する FD・SD セミナーの公開 

（目標）各年セミナー数５件以上 

（内容）加盟校が自学で開講している多様な研修プログラムを加盟校に開放することにより、

加盟校教職員に多様な研修・交流の機会を提供する。教職員の資質向上を図るととも

に教職員間のさらなる交流を促進する。 

（担当）FD・SD 部門 

 

【取組２】FD・SD 情報交換会、セミナー等の開催 

（目標）加盟校参加者数各年 100 名以上 

（内容）加盟校に有益な公開セミナーを実施することで、教職員の資質向上を図るとともに教 

職員間のさらなる交流を促進する。 

（担当）FD・SD 部門 
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⑦大学間連携による多様な教育ニーズへの対応 

【取組１】単位互換事業の実施 

（目標）各年開放科目数 10 科目以上 

（内容）加盟校において幅広い科目の履修や学びの機会を提供するため、兵庫県の地域特性や 

加盟校の特徴を生かした授業及び集中講義を中心とした単位互換事業を実施する。 

（担当）教育連携・教務部門 

 

【取組２】多様な学修機会の提供 

（目標）各年プログラム数 5 件以上 

（内容）加盟校に通う学生等に、多様な学修機会を提供するため、本計画期間内において、段階

的に加盟校が実施する講座等を開放し、学びの機会を継続的に提供する（ICT を活用し

たコンテンツ、専門領域や分野横断型のプログラム等）。 

（担当）教育連携・教務部門 

 

⑧県内大学を活用した社会人の学びなおしの推進 

【取組１】リカレント教育の普及促進に向けた取組 

（目標）各年参加者数 50 名以上 

（内容）加盟校によるリカレント教育の推進・理解促進に向けたセミナー・情報交換会等を開催す

る。産官学で連携したリカレント教育推進に関するネットワークを構築する。 

（担当）リカレント教育部門・企画運営委員会 

 

【取組２】加盟校のリカレント教育に関する情報発信 

（目標）各年 10 校以上 

（内容）大学コンソーシアムひょうご神戸のホームページで加盟校が開講するリカレント教育に

関する取組情報を発信する。 

（担当）リカレント教育部門・企画運営委員会 

 

 

４．県内大学が活性化する大学間連携組織としての運営体制の構築 

⑨大学資源を活用する地域プラットフォームの形成 

【取組１】大学間・地方自治体・企業・地域団体との連携体制の構築 

（目標）大学間連携の特徴を生かした地方自治体・企業・地域団体との連携の拡充 

    参加者数 50 名以上/年 

（内容）兵庫県下で大学間連携のプラットフォームとして、加盟校の大学資源を生かす運営体制

を本計画期間内において、段階的に構築する。また、加盟校がすでに有している大学間

連携・地域・地方自治体との連携体制の理解促進も図る。 

（担当）企画運営委員会 
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【取組２】緊急時の加盟校間の協力・情報提供体制の構築 

（目標）緊急時の情報共有・ネットワーク体制の構築 

    参加校・団体数 10 校・団体以上/年  

（内容）感染症（新型コロナウイルス感染症等）や災害対応等、災害・緊急事態対応等の不測

の事態に備えて、定期的に加盟校が蓄積する経験や知見の情報収集を行い、共有す

る。本計画期間内において、段階的に情報共有を重ねることにより、有事の際に速や

かに情報共有・情報提供ができる体制の構築を目指す。 

（担当）企画運営委員会 

 

 

 

⑩県内大学が活性化する事業運営体制の整備 

【取組１】加盟校が活性化する事業運営体制の整備と推進 

（目標）加盟校の共通課題に協働して取り組む事業運営体制の構築 

    アンケートの実施 1 回以上/年 

（内容）加盟校教職員が大学間連携活動に積極的に参画できる事業運営体制を本計画期間内に

おいて、段階的に検討・構築する。同じ課題を有する加盟校による小グループで課題

の共有、ICTの活用、プロジェクト型での事業推進等のニーズに合わせて、事業運営体

制の整備に取り組む。 

（担当）企画運営委員会 

 

上記の中長期計画に基づき、各年度毎の事業計画を別途作成し、各プログラムの具体的な活動

指標を個別に定めて事業を推進する。なお、中長期計画を実施する計画ならびに担当について

は、年度毎の見直しにより変更することがある。 

 

以 上 


